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　当院が開院した 2001 年 4 月から 2012 年 3 月まで
に切除した縦隔腫瘍は 103 例で，男性 53 例，女性 
50 例，平均年齢 50 歳（17 ～ 83 歳）であった．前
縦隔を主座とするものが 71 例，中縦隔 15 例，後縦
隔 12 例，上縦隔 5例で，充実性腫瘍が 69 例，嚢腫






























際 3 本の胸腺静脈を Ligasure VⓇで電気凝固切離
した．左胸膜から胸腺組織を剥離し，胸腺を摘出し
た（図 2）．術後病理診断は胸腺嚢胞であった．手

































































計 13 例 計 20 例
図 1　術前胸部CT
胸腺内に 2病巣を認める．
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